







































2.1 農家数  
総戸数に大きな変化はないが、農家数は 1970 年から 2005 年までのあいだに 4 割以下にまで
減少している（表 1）。農家の中でも専業農家は 1970 年からすでに少なく、兼業農家が大多数
を占めていた。そして、専業農家の中でも農業以外の収入を主とする第 2 種兼業農家が圧倒的









若山町 5地区の特徴として、0.3ha 未満や 0.3～0.5haの小規模な耕地が多いことがあげられる
















農業就業者は減少の一途をたどっており、1970 年から 2005 年までの間で男性は半分に、女












表 1 農家数（若山町 5地区合計）（単位：戸） 
（出所：農林業センサス） 
 




1970 222 178 4 40 134
1975 170 7 5 158
1980 225 170 4 4 162
1985 159 7 5 147
1990 213 150 14 5 131
1990（販売） 125 12 5 108
1995 143 19 4 120
1995（販売） 112 11 4 97
2000 207 120
2000（販売） 88 14 3 71







0.3～0.5 0.5～1.0 1.0～2.0 2.0～3.0 3.0～5.0 5.0～10.0 10.0ha
以上
1970 20 52 88 16 1 0
1975 40 55 64 8 3 0
1980 31 54 71 11 2 0
1985 20 53 71 13 1 1 0
1990 25 0
1990（販売） * 38 72 13 0 2 0
1995 31 0
1995（販売） * 50 43 15 3 1 0
2000 32 0
2000（販売） * 31 40 16 1 0 0
2005（販売） 0 30 24 13 1 1 0 0
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農業就業者は減少の一途をたどっており、1970 年から 2005 年までの間で男性は半分に、女




表 3 経営耕地面積（若山町 5地区合計） 
（出所：農林業センサス） 
 
表 4 農業就業人口（若山町 5地区合計）（単位：人） 
 
（出所：農林業センサス） 
面積計(単位:a) 田 畑 樹園地
1970 10530 9600 890 40
1975 8852 7527 1053 272
1980 9417 8177 839 401
1985 9592 8339 753 500
1990 9264 7888 960 416
1990（販売） 8724 7430 897 397
1995 8754 7399 1083 272
1995（販売） 8141 6862 1017 262
2000 6782 6097 615 70
2000（販売） 6152 5571 520 61
2005（販売） 5093 4469 579 45
15～29歳 30～39歳 40～59歳 60～64歳 65歳以上
1970 235 60 7 1 13 13 26
1975 164 40 10 1 1 4 24
1980 145 27 3 0 3 3 18
1985 152 41 5 1 4 6 25
1990 149 46 2 3 3 13 25
1990（販売） 133 41 1 3 3 13 21
1995 140 44 2 3 1 5 33
1995（販売） 117 39 2 3 1 4 29
2000
2000（販売） 96 39 5 0 4 2 28
2005（販売） 82 33 1 0 3 3 26
15～29歳 30～39歳 40～59歳 60～64歳 65歳以上
1970 175 20 23 74 22 36
1975 124 8 5 44 20 47
1980 118 4 6 41 20 47
1985 111 3 1 44 18 45
1990 103 3 2 30 19 49
1990（販売） 92 2 2 27 17 44
1995 96 0 0 20 23 53
1995（販売） 78 0 0 14 18 46
2000
2000（販売） 57 2 1 9 9 36
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が中心になって行っている。賦課金は年間 1 坪 2 円 60 銭（=1 反 780 円）というように、田の

































5.1 現場の声  
経念のA氏（男性、60代） 
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少し、農業人口も 12000 万人から 288 万人へと減少してしまった。いまや農業は全就業者数の
































































農林業センサスによると、戦後日本で 600 万戸あった農家戸数は、現在では 283 万戸まで減
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